
平成２６年５月２３日　新潟市こども未来課

（※ニーズ調査の目的等については第１回部会資料７-1参照）

１．概要

２．算出方法

　※調査時点の５歳児が、平成２６年４月に１年生となり、全て受入れを行っているため。

放課後児童健全育成事業見込量の算出方法について

　市町村子ども・子育て支援事業計画における「量の見込み」の算出方法に関する国の手引きに
則した放課後児童健全育成事業見込量は、標準的な算出方法を示すものであり、地方版子ども・
子育て会議等の議論等を踏まえたより効果的、効率的な方法による算出を妨げるものではないと
されています。
　また、平成２６年５月1日付で国より、下記の方法がより実態に近い「量の見込み」になるとの情
報提供がありました。
　① ５歳児調査と就学児調査の両方を実施している市区町村については、就学児調査の結果を
　　　「量の見込み」とする。
　② ５歳児調査のみを実施している市区町村については、別紙傾向を踏まえ、５歳児調査と就学
　　　児調査の乖離度又は就学児調査の利用意向率の全国平均値を用いて、５歳児調査の数値
　　　を補正して「量の見込み」とする。

　そこで、新潟市としましても、就学児調査結果も活用した算出結果を見込量として使用し、今後
の「放課後児童健全育成事業」の業務量の精査を進めたいと考えています。

　国の手引きに基づく算出方法を基本とし、実際の登録児童数予測に近づけるため、就学児調査
結果及び、未就学児（５歳児）のニーズ調査結果数値における、平成２６年４月の１年生の実際の
利用状況との差を反映させます。

資料７

　Ａ～Ｅ　５種類の見込み量を算出します。　（記号については、次頁参照）

国の手引き 本市の算出方法算出ステップ

1

2

3

4

計画期間における出生各区毎の将来人口推計(a)

（１）「家庭別類型」による絞込み
　　・ひとり親家庭
　　・フルタイム×フルタイム
　　・フルタイム×パートタイム
　　・パートタイム×パートタイム
　　の全体に占める割合を算出（b)
※現在の就労状況に将来の就労意向
   を反映した「潜在家庭類型」によるも
 　のとする。

（２）（１）の類別ごとに、「利用意向率」を
　　算出(d)

「計画年毎の推計児童数」（a)×（ｂ）＝
「家庭類型別児童数（人）」（c)を算出

（１）同じだが、未就学児・就学児調査にお
      ける低学年・高学年に分けて算出
　　（ｂ未・ｂ低・ｂ高）※ｂ=ｂ未
（２）（１）の類別ごとに、「利用意向率」
　　　を未就学調査・就学時調査に分け
　　　て算出（ｄ未・d低・d高) 　※d=d未
（３）（１）の類別ごとに、未就学調査・就学
　　　児調査における低学年・高学年 の
　　　意向率を算出
　　　（f未低・ｆ未高・ｆ小低・ｆ小高）
（４）未就学調査による見込量（e）におけ
　　　る小学１年生の見込み量とＨ26.4の
　　　１年生の「実利用割合」を算出（ｇ1）
　　　さらに、2年生、3年生はＨ26持ち上
　　　がり率を算出（ｇ2・g3）

「計画年毎の推計児童数」（a)×（（ｂ未・ｂ
低・ｂ高)＝「家庭類型別児童数（人）」（c
未・c低・c高)を算出※ｃ=ｃ未

「見込量（人）」
　　Ａ：（ｃ未）×(ｄ未)×（ｆ未低）×

    Ｂ：（ｃ未）×(ｄ未)×（ｆ未高）×（ｇ1）
　　Ｃ：（ｃ低）×(ｄ低)×（ｆ小低）
　　Ｄ：（ｃ低）×(ｄ低)×（ｆ小高）
　　Ｅ：（ｃ高）×(ｄ高)×（ｆ小低）

「見込量（人）」
　　（ｃ）×（ｄ）＝(e）

算出対象児童

事業を利用す
る対象者及び
利用率の抽出

対象児童数の
算出

見込量算出

(g1)

(g1)×（g2)

(g1)×（g3)
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※記号解説

記号 記号

a 将来人口推計 Ａ１ 未就学児　低学年（１年生）見込み量

b・b未 未就学児　家庭類型別の全体に占める割合 Ａ２ 未就学児　低学年（２年生）見込み量

b低 就学児（低学年）　家庭類型別の全体に占める割合 Ａ３ 未就学児　低学年（３年生）見込み量

ｂ高 就学児（高学年）　家庭類型別の全体に占める割合 Ｂ 未就学児　高学年見込量

c・c未 未就学児　家庭類型別児童数 Ｃ 就学児（低学年）　低学年見込量

c低 就学児（低学年）　家庭類型別児童数 Ｄ 就学児（低学年）　高学年見込量

c高 就学児（高学年）　家庭類型別児童数 Ｅ 就学児（高学年）　高学年見込量

ｄ・ｄ未 未就学児　利用意向率

ｄ低 就学児（低学年）　利用意向率

ｄ高 就学児（高学年）　利用意向率

e 未就学児　見込量

ｆ未低 未就学児　低学年での利用意向率

ｆ未高 未就学児　高学年での利用意向率

ｆ小低 就学児　低学年での利用意向率

ｆ小高 就学児　高学年での利用意向率

ｇ１ eにおけるＨ26.4小学１年生の実利用率

ｇ２ Ｈ25→Ｈ26　の２年生持ち上がり率

ｇ３ Ｈ25→Ｈ26　の３年生持ち上がり率

内容 内容
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未就学児（５歳児）調査

就学児（小学校低学年）調査

就学児（小学校高学年）調査

※Ａ・Ｂについては、実利用児童数（Ｈ26.4　１年生）の割合による調整を行う。

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

Ｈ27 Ａ1 Ａ2 Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ

Ｈ28 Ａ1 Ａ2 Ａ3 Ｄ Ｄ Ｄ

Ｈ29 Ａ1 Ａ2 Ａ3 Ｂ Ｄ Ｄ

Ｈ30 Ａ1 Ａ2 Ａ3 Ｂ Ｂ Ｄ

Ｈ31 Ａ1 Ａ2 Ａ3 Ｂ Ｂ Ｂ

※ニーズ調査時の未就学児は、Ｈ２７年度新２年生となり、その成長に合わせ、利用意向をスライドさせる。

※Ａについては、１年→２年→３年の持ち上がり率（Ｈ25→Ｈ26）をかける。

低学年 高学年 低学年 利用意向率 高学年 利用意向率 低学年 利用意向率 高学年 利用意向率

Ｈ27 20,115 20,344 10,441 52% 10,560 52% 6,723 33% 1,318 6%

Ｈ28 20,147 20,176 10,458 52% 10,473 52% 6,734 33% 1,307 6%

Ｈ29 20,272 20,160 10,523 52% 10,464 52% 6,775 33% 1,306 6%

Ｈ30 20,247 20,268 10,510 52% 10,521 52% 6,767 33% 1,313 6%

Ｈ31 20,031 20,300 10,397 52% 10,537 52% 6,695 33% 1,315 6%

新潟市乖離度（就学児調査/５歳児調査） 64% 12%

指定都市平均乖離度 81% 72%

※乖離度の割合が高いほど、「５歳児調査」と「就学児調査」の乖離が少ない。

低学年 利用意向率 高学年 利用意向率

Ｈ27 7,472 37% 668 3%

Ｈ28 7,697 38% 906 4%

Ｈ29 7,743 38% 1,627 8%

Ｈ30 7,732 38% 2,368 12%

Ｈ31 7,641 38% 3,104 15%

※参考　登録児童数実績（暫定値）

低学年 高学年 児童数 利用率 児童数 利用率

H23.5 20,216 21,388 6,022 30% 138 1%

H24.5 20,087 21,135 6,306 31% 152 1%

H25.5 20,059 21,047 6,630 33% 211 1%

Ｈ26.4 19,824 20,343 7,135 36% 380 2%

Ａ1・A2・Ａ3

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ―

新潟市の放課後児童健全育成事業見込量の算出方法概要

平成２５年度調査時
低学年の時の
利用希望

高学年の時の
利用希望

本市の算出方法（暫定値）

児童数予測 高学年低学年

国の手引きによる算出方法

未就学児（５歳児）調査
児童数予測

就学児調査
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低学年 高学年 低学年 利用意向率 高学年 利用意向率 低学年 利用意向率 高学年 利用意向率 低学年 高学年

Ｈ27 20,115 20,344 10,441 52% 10,560 52% 7,472 37% 668 3%

Ｈ28 20,147 20,176 10,458 52% 10,473 52% 7,697 38% 906 4% 7,135 380

Ｈ29 20,272 20,160 10,523 52% 10,464 52% 7,743 38% 1,627 8%

Ｈ30 20,247 20,268 10,510 52% 10,521 52% 7,732 38% 2,368 12%

Ｈ31 20,031 20,300 10,397 52% 10,537 52% 7,641 38% 3,104 15%

Ｈ27 2,003 2,007 1,075 54% 1,078 54% 787 39% 65 3%

Ｈ28 1,996 1,977 1,072 54% 1,062 54% 786 39% 86 4% 685 3

Ｈ29 1,962 2,028 1,053 54% 1,089 54% 771 39% 170 8%

Ｈ30 1,951 2,012 1,048 54% 1,080 54% 769 39% 245 12%

Ｈ31 1,935 2,005 1,039 54% 1,077 54% 760 39% 318 16%

Ｈ27 3,492 3,500 1,780 51% 1,784 51% 1,286 37% 123 4%

Ｈ28 3,408 3,567 1,737 51% 1,818 51% 1,279 38% 167 5% 1,258 32

Ｈ29 3,452 3,538 1,759 51% 1,803 51% 1,296 38% 281 8%

Ｈ30 3,450 3,501 1,758 51% 1,784 51% 1,294 38% 395 11%

Ｈ31 3,359 3,417 1,712 51% 1,742 51% 1,258 37% 510 15%

Ｈ27 4,171 4,145 1,994 48% 1,982 48% 1,502 36% 154 4%

Ｈ28 4,249 4,159 2,032 48% 1,989 48% 1,486 35% 218 5% 1,453 30

Ｈ29 4,301 4,179 2,056 48% 1,998 48% 1,510 35% 346 8%

Ｈ30 4,377 4,216 2,093 48% 2,016 48% 1,533 35% 474 11%

Ｈ31 4,375 4,294 2,092 48% 2,053 48% 1,533 35% 610 14%

Ｈ27 1,934 1,963 1,217 63% 1,236 63% 866 45% 67 3%

Ｈ28 1,961 1,932 1,234 63% 1,216 63% 911 46% 94 5% 812 24

Ｈ29 1,957 1,938 1,232 63% 1,220 63% 906 46% 179 9%

Ｈ30 1,928 1,931 1,214 63% 1,216 63% 894 46% 273 14%

Ｈ31 1,926 1,957 1,212 63% 1,232 63% 895 46% 362 18%

Ｈ27 2,041 2,095 910 45% 934 45% 623 31% 61 3%

Ｈ28 2,034 2,065 906 45% 920 45% 665 33% 79 4% 658 164

Ｈ29 2,030 2,087 905 45% 930 45% 663 33% 144 7%

Ｈ30 2,016 2,080 898 45% 927 45% 659 33% 217 10%

Ｈ31 1,996 2,073 890 45% 924 45% 650 33% 277 13%

Ｈ27 1,070 1,119 472 44% 494 44% 350 33% 32 3%

Ｈ28 1,063 1,097 469 44% 484 44% 346 33% 44 4% 343 10

Ｈ29 1,091 1,063 481 44% 469 44% 353 32% 73 7%

Ｈ30 1,072 1,076 473 44% 475 44% 347 32% 106 10%

Ｈ31 1,077 1,069 475 44% 472 44% 349 32% 138 13%

Ｈ27 4,113 4,064 2,517 61% 2,487 61% 1,746 42% 140 3%

Ｈ28 4,164 3,988 2,548 61% 2,440 61% 1,880 45% 195 5% 1,446 97

Ｈ29 4,179 4,012 2,557 61% 2,455 61% 1,882 45% 375 9%

Ｈ30 4,179 4,159 2,557 61% 2,545 61% 1,891 45% 571 14%

Ｈ31 4,115 4,211 2,518 61% 2,577 61% 1,853 45% 753 18%

Ｈ27 1,291 1,451 565 44% 635 44% 416 32% 45 3%

Ｈ28 1,272 1,391 557 44% 609 44% 411 32% 60 4% 480 20

Ｈ29 1,300 1,315 569 44% 575 44% 421 32% 93 7%

Ｈ30 1,274 1,293 558 44% 566 44% 413 32% 127 10%

Ｈ31 1,248 1,274 546 44% 558 44% 402 32% 163 13%

※　あくまでも暫定値であり、今後精査を行ったうえ、確定値を量の見込みとする。

各区ごとの放課後児童健全育成事業見込量（暫定値）

秋
葉
区

南
区

西
区

国の手引きによる算出方法 本市の算出方法

児童数

利用率

児童数

利用率

児童数

利用率

児童数

利用率

1%

37%

西
蒲
区

新
潟
市
全
体

北
区

東
区

中
央
区

江
南
区

2%

児童数

利用率

児童数

利用率

児童数

児童数予測

36% 2%

35% 0%

※参考　Ｈ26.4/1暫定値

38% 1%

37% 1%

35% 1%

43% 1%

利用率

児童数

利用率

児童数

利用率

33% 8%

33%
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平成２７年度の低学年の計算

○小１

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 546
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,615
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,224
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 364
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,825
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,310
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 347
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,772
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,310
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,429
(ｇ1）

実利用割合 最終ニーズ量
× 0.809 ＝ 2,774

○小２

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 539
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,581
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,195
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 360
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,802
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,293

本市の算出方法各年度の算定内訳

実利用率との差の調整

推計児童数

6,651 ×

家庭類型別児童数
539

×
2,581

＝

1,310
0

ニーズ量（仮①）
364
1,825

×

×

＝

3,429

＝

＝
2,195

家庭類型別児童数
546
2,615
2,224
0

6,740 ×

推計児童数

＝

Ａ１

Ａ２

タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,293
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 343
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,750
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,293
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,386
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,739

(ｇ2）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.953 ＝ 2,610

○小３

<家族類型別児童数の算出> (a) (b低) (ｃ低)
潜在家庭類型割合（低学年） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.128 861
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.389 2,616
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.313 2,105
タイプＥ パート×パート 0.004 27

<ニーズ量の算出> (ｃ低) （ｄ低）
利用意向率（低学年） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.490 422
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.462 1,209
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.290 610
タイプＥ パート×パート 0.333 9

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (f小低）
低学年意向率 最終ニーズ量

タイプＡ ひとり親 0.980 414
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.945 1,143
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.856 522
タイプＥ パート×パート 1.000 9

小学３年 2,088

低学年合計 7,472

実利用率との差の調整 3,386

１→２年持ち上がり率 2,739

360

× ＝
1,802
1,293
0

＝
1,209
610
9

家庭類型別児童数
861

× ＝
2,616
2,105
27

ニーズ量（仮①）
422

×

推計児童数

6,724 × ＝

2,195
0

ニーズ量（仮①）

Ｃ
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平成２７年度の高学年の計算

○小４・小５

<家族類型別児童数の算出> (a) (b低) (ｃ低)
潜在家庭類型割合（低学年） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.128 1,718
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.389 5,220
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.313 4,200
タイプＥ パート×パート 0.004 54

<ニーズ量の算出> (ｃ低) （ｄ低）
利用意向率（低学年） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.490 842
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.462 2,412
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.290 1,218
タイプＥ パート×パート 0.333 18

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (f小高）
高学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.154 130
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.192 463
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.008 10
タイプＥ パート×パート 0.000 0

小学４年・５年 603

○小６

<家族類型別児童数の算出> (a) (b高) (ｃ高)
潜在家庭類型割合（高学年） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.127 880
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.374 2,590
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.332 2,299
タイプＥ パート×パート 0.002 14

＝
5,220
4,200
54

推計児童数

6,701+6,717＝ 13,418 × ＝

家庭類型別児童数
1,718

×

ニーズ量（仮①）
842

×

6,926 ×

＝
2,412
1,218
18

推計児童数

＝

Ｄ

Ｅ

タイプＥ パート×パート 0.002 14

<ニーズ量の算出> (ｃ高) （ｄ高）
利用意向率（高学年） ニーズ量（仮）

タイプＡ ひとり親 0.099 87
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.102 264
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.042 97
タイプＥ パート×パート 0.167 2

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (f小高）
高学年意向率 最終ニーズ量

タイプＡ ひとり親 0.154 13
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.192 51
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.008 1
タイプＥ パート×パート 0.000 0

小学６年 65

高学年合計 668

880

× ＝
2,590
2,299
14

家庭類型別児童数

ニーズ量（仮）
87

× ＝
264
97
2
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平成２８年度の低学年の計算

○小１　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 543
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,600
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,211
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 362
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,815
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,302
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 345
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,762
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,302
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,409
(ｇ１）

実利用割合 最終ニーズ量
× 0.809 ＝ 2,758

○小２　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 549
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,628
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,235
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 366
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,834
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,316
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 348
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,781

ニーズ量（仮①）
366

× ＝
1,834

家庭類型別児童数
549

× ＝
2,628
2,235
0

推計児童数

6,774 × ＝

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,409

ニーズ量（仮①）
362

＝
1,815
1,302
0

543

× ＝
2,600
2,211
0

×

推計児童数

6,701 × ＝

Ａ２

Ａ１

タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,316
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,445
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,787

(ｇ2）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.953 ＝ 2,656

○小３　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 540
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,589
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,202
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 360
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,807
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,297
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 343
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,755
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,297
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,395
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,747

(ｇ3）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.831 ＝ 2,283

低学年合計 7,697

実利用率との差の調整 3,395

２→３年持ち上がり率 2,747

ニーズ量（仮①）
360

× ＝
1,807
1,297
0

540

× ＝
2,589
2,202
0

6,672 × ＝

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,445

１→２年持ち上がり率 2,787

推計児童数

× ＝
1,316
0

Ａ３
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平成２８年度の高学年の計算

○小４・小５・小６

<家族類型別児童数の算出> (a) (b低) (ｃ低)
潜在家庭類型割合（低学年） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.128 2,583
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.389 7,848
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.313 6,315
タイプＥ パート×パート 0.004 81

<ニーズ量の算出> (ｃ低) （ｄ低）
利用意向率（低学年） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.490 1,266
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.462 3,626
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.290 1,831
タイプＥ パート×パート 0.333 27

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (f小高）
高学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.154 195
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.192 696
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.008 15
タイプＥ パート×パート 0.000 0

高学年合計 906

ニーズ量（仮①）
1,266

× ＝
3,626
1,831
27

＝
7,848
6,315
81

推計児童数

6,737+6,717
+6,722＝

20,176 × ＝

家庭類型別児童数
2,583

×

Ｄ
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平成２９年度の低学年の計算

○小１

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 546
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,616
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,225
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 364
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,826
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,311
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 347
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,773
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,311
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,431
(ｇ１）

実利用割合 最終ニーズ量
× 0.809 ＝ 2,776

○小２　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 546
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,614
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,223
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 364
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,825
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,309
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 347
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,772

ニーズ量（仮①）
364

× ＝
1,825

家庭類型別児童数
546

× ＝
2,614
2,223
0

推計児童数

6,737 × ＝

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,431

ニーズ量（仮①）
364

＝
1,826
1,311
0

546

× ＝
2,616
2,225
0

×

推計児童数

6,741 × ＝

Ａ1

Ａ２

タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,309
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,428
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,773

(ｇ2）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.953 ＝ 2,643

○小３　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 550
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,636
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,242
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 367
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,840
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,321
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 349
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,787
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,321
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,457
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,797

(ｇ3）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.831 ＝ 2,324

低学年合計 7,743

実利用率との差の調整 3,457

２→３年持ち上がり率 2,797

ニーズ量（仮①）
367

× ＝
1,840
1,321
0

550

× ＝
2,636
2,242
0

6,794 × ＝

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,428

１→２年持ち上がり率 2,773

推計児童数

× ＝
1,309
0

Ａ３
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平成２９年度の高学年の計算

○小４

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 541
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,594
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,206
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 361
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,811
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,299
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未高）
高学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.333 120
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.386 699
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.342 444
タイプＥ パート×パート 0.000 0

小学４年 1,263
(ｇ）

実利用割合 最終ニーズ量
× 0.809 ＝ 1,022

○小５・小６

<家族類型別児童数の算出> (a) (b低) (ｃ低)
潜在家庭類型割合（低学年） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.128 1,725

×

0

実利用率との差の調整 1,263

ニーズ量（仮①）
361

推計児童数

6,685 × ＝

家庭類型別児童数

推計児童数

＝
1,811
1,299
0

541

× ＝
2,594
2,206

Ｂ

Ｄ

タイプＡ ひとり親 0.128 1,725
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.389 5,242
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.313 4,218
タイプＥ パート×パート 0.004 54

<ニーズ量の算出> (ｃ低) （ｄ低）
利用意向率（低学年） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.490 845
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.462 2,422
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.290 1,223
タイプＥ パート×パート 0.333 18

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (f小高）
高学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.154 130
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.192 465
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.008 10
タイプＥ パート×パート 0.000 0

小学５年・小学６年 605

高学年合計 1,627

1,725

× ＝
5,242
4,218
54

ニーズ量（仮①）
845

× ＝
2,422
1,223
18

13,475 × ＝

家庭類型別児童数

6,753+6,722＝
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平成３０年度の低学年の計算

○小１　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 544
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,606
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,216
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 363
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,819
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,305
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 346
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,766
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,305
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,417
(ｇ１）

実利用割合 最終ニーズ量
× 0.809 ＝ 2,764

○小２　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 549
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,629
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,236
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 366
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,835
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,317
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 348
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,782

ニーズ量（仮①）
366

× ＝
1,835

家庭類型別児童数
549

× ＝
2,629
2,236
0

推計児童数

6,776 × ＝

推計児童数

6,716 × ＝

＝
1,819
1,305
0

544

× ＝
2,606
2,216
0

×

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,417

ニーズ量（仮①）
363

Ａ１

Ａ２

タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,317
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,447
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,789

(ｇ2）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.953 ＝ 2,658

○小３　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 547
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,621
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,229
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 365
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,829
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,313
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 347
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,776
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,313
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,436
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,780

(ｇ3）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.831 ＝ 2,310

低学年合計 7,732

実利用率との差の調整 3,436

２→３年持ち上がり率 2,780

ニーズ量（仮①）
365

× ＝
1,829
1,313
0

547

× ＝
2,621
2,229
0

6,755 × ＝

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,447

１→２年持ち上がり率 2,789

推計児童数

× ＝
1,317
0

Ａ３
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平成３０年度の高学年の計算

○小４・小５

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 1,094
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 5,241
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 4,458
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 730
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 3,658
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 2,626
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未高）
高学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.333 243
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.386 1,412
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.342 898
タイプＥ パート×パート 0.000 0

小学４年 2,553
(ｇ）

実利用割合 最終ニーズ量
× 0.809 ＝ 2,065

○小６

<家族類型別児童数の算出> (a) (b低) (ｃ低)
潜在家庭類型割合（低学年） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.128 865

推計児童数

6,807+6,702 13,509 × ＝

家庭類型別児童数

ニーズ量（仮①）
730

× ＝
3,658
2,626
0

1,094

× ＝
5,241
4,458
0

実利用率との差の調整 2,553

推計児童数

Ｂ

Ｄ

タイプＡ ひとり親 0.128 865
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.389 2,629
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.313 2,116
タイプＥ パート×パート 0.004 27

<ニーズ量の算出> (ｃ低) （ｄ低）
利用意向率（低学年） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.490 424
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.462 1,215
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.290 614
タイプＥ パート×パート 0.333 9

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (f小高）
高学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.154 65
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.192 233
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.008 5
タイプＥ パート×パート 0.000 0

小学６年 303

高学年合計 2,368

6,759 ＝

家庭類型別児童数
865

× ＝
2,629
2,116
27

×

ニーズ量（仮①）
424

× ＝
1,215
614
9
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平成３１年度の低学年の計算

○小１

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 525
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,517
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,141
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 350
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,757
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,261
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 333
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,706
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,261
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,300
(ｇ１）

実利用割合 最終ニーズ量
× 0.809 ＝ 2,670

○小２　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 547
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,619
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,227
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 365
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,828
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,312
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 347
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,775

ニーズ量（仮①）
365

× ＝
1,828

家庭類型別児童数
547

× ＝
2,619
2,227
0

推計児童数

6,749 × ＝

推計児童数

6,487 × ＝

＝
1,757
1,261
0

525

× ＝
2,517
2,141
0

×

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,300

ニーズ量（仮①）
350

Ａ１

Ａ２

タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,312
タイプＥ パート×パート 0.000 0

3,434
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,778

(ｇ2）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.953 ＝ 2,647

○小３　

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 550
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 2,636
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 2,242
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 367
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 1,840
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 1,321
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未低）
低学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.952 349
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.971 1,787
タイプＣ フルタイム×パートタイム 1.000 1,321
タイプＥ パート×パート 0.000 0

小学２年合計 3,457
(ｇ1）

実利用割合 ニーズ量（仮③）
× 0.809 ＝ 2,797

(ｇ3）
持ち上がり率 最終ニーズ量

× 0.831 ＝ 2,324

低学年合計 7,641

実利用率との差の調整 3,457

２→３年持ち上がり率 2,797

ニーズ量（仮①）
367

× ＝
1,840
1,321
0

550

× ＝
2,636
2,242
0

6,795 × ＝

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,434

１→２年持ち上がり率 2,778

推計児童数

× ＝
1,312
0

Ａ３
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平成３１年度の高学年の計算

○小４・小５・小６

<家族類型別児童数の算出> (a) (b未) (ｃ未)
潜在家庭類型割合（未就学） 家庭類型別児童数

タイプＡ ひとり親 0.081 1,644
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.388 7,876
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.330 6,699
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<ニーズ量の算出> (ｃ未) （ｄ未） (e)
利用意向率（未就学） ニーズ量（仮①）

タイプＡ ひとり親 0.667 1,097
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.698 5,497
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.589 3,946
タイプＥ パート×パート 0.000 0

<低学年・高学年の意向反映後のニーズ量の算出> (e) (f未高）
高学年意向率 ニーズ量（仮②）

タイプＡ ひとり親 0.333 365
タイプＢ フルタイム×フルタイム 0.386 2,122
タイプＣ フルタイム×パートタイム 0.342 1,350
タイプＥ パート×パート 0.000 0

高学年合計 3,837
(ｇ）

実利用割合 最終ニーズ量
× 0.809 ＝ 3,104

推計児童数

6,768+6,824
+6,708

20,300 × ＝

＝
5,497
3,946
0

1,644

× ＝
7,876
6,699
0

×

家庭類型別児童数

実利用率との差の調整 3,837

ニーズ量（仮①）
1,097

Ｂ
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